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 研究要旨 
ベーチェット病の症状では毛包炎様皮疹、結節性紅斑、針反応などの特徴的な皮膚症状が認め

られる。これらは活動期に悪化することが多い。皮膚粘膜症状に関して病態・治療の概説、個々の疾

患治療に対するエビデンス評価を含めたクリニカルクエスチョンを作成した。皮膚粘膜病変に関する

ガイドライン作成した。 

A. 研究目的 
ベーチェット病は、口腔アフタや外陰部潰瘍

などの粘膜症状や、結節性紅斑、毛包炎様皮

疹など、特徴的な所見を伴う。ベーチェと病の皮

膚粘膜症状に関する症状や治療への理解を得

るために、皮膚粘膜症状に関する作成委員会を

設けてガイドライン作成にむけて検討した。皮膚

粘膜症状に関する概説を作成し、臨床・治療に

関する質問、解説を作成し、さらに皮膚粘膜症

状の診断・治療に関するアルゴリズムを加えて、

ガイドラインを作成する。 
 
B. 研究方法 
ベーチェット病の皮膚粘膜症状の病態、診断、

治療を検討する委員会を設けた。病態治療の

概説を作成し、診断・治療についてエビデンス

評価を含めてクリカルクエスチョンを作成した。

アルゴリズムの作成を試みた。 
 
C. 研究結果 
皮膚粘膜症状には、結節性紅斑、毛包炎様

皮疹、皮下の血栓性静脈炎、針反応があり、こ

れらに関する概説を作成した。治療に関して、

結節性紅斑、毛包炎様皮疹の治療はステロイド

外用療法、コルヒチン、ステロイド内服などの全

身療法であった。治療に関してアルゴリズムを作

成し、エビデンスを含めて評価をおこなった。こ

れらに関してクリニカルクエスチョンを作成した。

診断・治療ガイドラインを作成した。 
 
D. 考察 
ベーチェット病の初発症状として皮膚粘膜症

状を生じることが多い。今回ベーチェット病の皮

膚粘膜症状に関するガイドラインを作成した。今

後新たな治療薬の評価も加えたいと考えている。

またこの診療ガイドラインがどのように有効に活

用されるかに関しても、評価を行いたいと考えて

いる。 
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